
 「  103  万  円  の  壁」  の  引  き  上  げ  に  伴  う  地  ⽅  財  政  へ  の  影  響  に  関  す  る  意  ⾒  書 

 先  般、  「国  ⺠  の  安  ⼼‧  安  全  と  持  続  的  な  成  ⻑  に  向  け  た  総  合  経  済  対  策」  （令  和  6  年  11  ⽉  22  ⽇ 

 閣  議  決  定）  に  お  い  て、  「い  わ  ゆ  る  『  103  万  円  の  壁』  に  つ  い  て  は、  令  和  ７  年  度  税  制  改  正  の  中  で 

 議  論  し  引  き  上  げ  る」  こ  と  と  さ  れ  た。  こ  れ  を  受  け  て、  現  在、  個  ⼈  所  得  税  に  お  け  る  ⾒  直  し  の  議 

 論  が  ⾏  わ  れ  て  い  る。  ⼀  ⽅、  控  除  額  の  引  き  上  げ  に  伴っ  て、  国  全  体  の  税  収  に  お  い  て  は  7  〜  8  兆  円 

 の  収  ⼊  減  が  あ  る  と  の  試  算  が  政  府  与  党  か  ら  ⽰  さ  れ  る  こ  と  に  よっ  て、  地  ⽅  財  政  へ  の  影  響  が  報  道 

 等  で  取  り  ざ  た  さ  れ  る  現  状  と  なっ  て  い  る。 

 通  貨  発  ⾏  権  を  持  た  な  い  地  ⽅  ⾃  治  体  に  お  い  て  は、  税  収  減  に  よ  る  市  政  運  営  の  不  安  定  は  ⼀  時  的 

 な  市  ⺠  へ  の  サー  ビ  ス  を  低  下  さ  せ  る  ば  か  り  か、  将  来  に  渡  り  影  響  を  残  す  可  能  性  が  あ  る。 

 国  に  お  か  れ  て  は、  住  ⺠  税  の  減  収  に  伴  う  地  ⽅  財  政  へ  の  影  響  が  出  な  い  よ  う、  次  の  事  項  に  つ  い 

 て  必  要  な  措  置  を  講  じ  ら  れ  る  よ  う、  強  く  要  望  す  る。 

 １     住  ⺠  税  収  減  に  よっ  て、  地  ⽅  財  政  に  影  響  が  な  い  よ  う  に  国  と  し  て  必  要  な  財  政  措  置  を  講  じ  る 

    こ  と 

 ２     地  ⽅  交  付  税  等  で  措  置  さ  れ  な  い  税  収  減  に  つ  い  て  は  国  に  お  い  て  全  額  を  財  政  措  置  す  る  こ  と 

 ３     交  付  団  体  と  不  交  付  団  体  と  で  不  公  平  に  な  ら  な  い  よ  う  税  制  改  正  を  ⾏  う  こ  と 

 以  上、  地  ⽅  ⾃  治  法  第  99  条  の  規  定  に  よ  り  意  ⾒  書  を  提  出  す  る。 

 令  和  6  年  12  ⽉  25  ⽇ 

 衆  議  院  議  ⻑        額  賀  福  志  郎     様 

 参  議  院  議  ⻑        関  ⼝  昌  ⼀     様 

 内  閣  総  理  ⼤  ⾂     ⽯  破  茂     様 

 財  務  ⼤  ⾂           加  藤  勝  信     様 

 総  務  ⼤  ⾂           村  上  誠  ⼀  郎     様 

 内  閣  官  房  ⻑  官     林  芳  正     様 

 舞  鶴  市  議  会  議  ⻑     肝  付     隆  治 


